


牛が生まれたときや出荷・死亡したときには、家畜改良センターへト
レサ情報を忘れずに！届出を忘れてしまうと、補助事業の対象外にな
ることもあるので注意が必要です。 
大切な牛の記録は、農家さんの経営
を守る情報でもあり、同時に消費者
への、信頼と安心につながります。 

トレサ、きちんと対応していますか？ ～牛トレーサビリティ法～
コ ラム 02

全国セリ価格、保証基準を大きく上回り安定推移

表のとおり、現在、子牛の価格が上昇傾向のため補給金が発動されていない状況ですが、万一に備えて国の
補給金や県和牛の契約は忘れずに。また、毎月の個体登録申込、JAへの相対販売報告、保留確認についても、
確実に実施されているかご確認ください。

全国の家畜市場における黒子牛平均取引価格（雌・去勢の平均：令和７年4月～令和８年4月）

出典：全国セリ市場データ 公社集計
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取引価格（円・税込）
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574,000円（R8.3まで）
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全国子牛市場の価格変動トレンド

250kg超の黒子牛、取引価格は平均を上回る傾向
コ ラム 01

Webサイト

固定電話から：186-0037-80-1777 
携帯電話から：186-0248-48-0594 

音声ガイド電話

届出窓口

子 牛 価 格 を 考 え る ②

https://www.id.nlbc.
go.jp/にアクセス→
「届出webシステム」へ 

32026年夏号

(1)平均価格(全国)が保証基準価格
を下回った場合 

保証基準価格: 600千円 
(2)保証基準価格と平均価格の差額
(100%)を補給金として交付する。

○性別問わず 
○6ヶ月～12ヶ月齢の間に販売され
たことが分かる個体 

○12ヶ月齢に達した際に自家保留
確認された個体 

○性別問わず 
○6ヶ月～12ヶ月齢の間に販売され
たことが分かる個体 

※B-2については下記を追加 
○12ヶ月齢に達した際に自家保留
確認された個体 

「肉用子牛生産者補給金制度」 
(全国)

　B-1「優良和子牛生産推進緊急支援事業」(全国)  
　B-2「和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業」 

「沖縄県和牛子牛価格安定事業」
(県)

○雌子牛 
○6ヶ月～12ヶ月齢の間に県内家畜
市場で販売されたことが分かる
個体 

○12ヶ月齢に達した際に自家保留
確認された個体

生産者(1/4)  
沖縄県(1/4) 
機構(1/2)  
計

400円/頭 
400円/頭 
800円/頭 
1,600円/頭 

生産者
沖縄県 
計 

5,000円/頭 
5,000円/頭 
10,000円/頭 

なし

(1)A制度の契約締結 
(2)生後2か月以内に「補給金個体登
録申込書」をJAに提出する。 

(1)C事業の契約締結 
(2)A制度の個体登録が必須 

A制度の個体登録が必須

【B-1】 
(1)平均価格(九州·沖縄ブロック地
区)が発動基準を下回った場合 

(2)発動基準に応じた奨励金(1万～
3万円/頭)を取り組み数に応じて
交付する。 

発動基準：620千円(1万円/頭) 
　　　　  610千円(2万円/頭) 
【B-2】 
(1)上記B-1が発動した際に、産地基
盤強化取組メニューに取り組ん
だ生産者に交付 

(2)奨励金(5万円/頭)を上記の奨励
金に上乗せして交付 

(1)県内雌子牛の平均価格が保証基
準価格を下回った場合 

保証基準価格: 557千円 
(2)保証基準価格と雌子牛の平均価
格の差額(90%)を交付する。

子牛の市場価格が思うように上がらな
い・・・。そんなときでも安心して経営できる
よう、生産者の経営を支える制度があり
ます。 
ここでは、沖縄県で令和８年度に実施する
対策をご紹介します。 

A制度が他事業参加の前提

四半期ごとの算定：どの制度・事業も
「四半期ごと」に平均価格を算定し、
発動が決まります。
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共 通 ： 四 半 期 ご と に 計 算  

※発動に関する適用は、令和８年４月以降の売買価格となります。

子牛価格安定対策について

（公財）沖縄県畜産振興公社 
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子牛の価格を支える対策
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３つの事業
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